
　

第
23
回
千
葉
マ
リ
ー
ン
ズ
杯

争
奪
選
手
権
大
会
が
９
月
25
日

と
26
日
、
Ｚ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
マ
リ
ン
ス

タ
ジ
ア
ム
で
開
か
れ
た
。

　

こ
の
大
会
は
千
葉
幕
張
メ
ッ

セ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
主
催

し
、
プ
ロ
野
球
公
式
戦
が
行
わ

れ
る
ス
タ
ジ
ア
ム
で
プ
レ
ー
で

き
る
少
年
球
児
の
あ
こ
が
れ
の

大
会
に
な
っ
て
い
る
。
今
年
で

30
周
年
を
迎
え
た
千
葉
幕
張
メ

ッ
セ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
、

子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
心
と
身

体
を
育
て
た
い
と
、
１
９
９
８

（
平
成
10
）
年
に
第
１
回
を
開

催
し
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ
の
支

援
を
重
ね
て
い
る
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
プ
ロ

野
球
の
試
合
日
程
が
大
幅
に
変

更
に
な
っ
た
た
め
、
中
止
さ
れ

た
。
今
年
は
感
染
対
策
を
取
る

ほ
か
、
セ
レ
モ
ニ
ー
の
簡
素
化

も
図
ら
れ
、
千
葉
市
６
区
と
習

志
野
市
、
佐
倉
市
の
選
抜
チ
ー

ム
が
参
加
し
た
。

　

両
日
に
わ
た
り
熱
戦
が
行
わ

れ
、
習
志
野
市
選
抜
が
優
勝
を

果
た
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
通
り
。

▽
１
回
戦

▽
準
決
勝
戦

▽
決
勝
戦

　

習
志
野
市
選
抜
の
第
１
試
合

は
前
回
大
会
優
勝
の
美
浜
区
選

抜
と
対
戦
。
１
点
を
追
う
習
志

野
は
３
回
裏
、
先
頭
の
山
﨑
が

中
越
本
塁
打
で
同
点
と
し
、
長

島
、
杉
原
の
安
打
、
仲
榮
眞
の

ス
ク
イ
ズ
で
こ
の
回
３
点
。
４

回
裏
に
も
２
点
を
加
え
る
が
、

５
回
表
に
美
浜
区
は
１
点
差
に

迫
る
。
６
回
表
の
美
浜
の
攻
撃

を
武
田
が
抑
え
、
そ
の
回
裏
に

は
皆
吉
の
適
時
打
で
１
点
追
加

し
、
勝
利
し
た
。

　

準
決
勝
戦
と
な
る
第
２
試
合

は
若
葉
区
選
抜
と
の
一
戦
。
１

回
表
に
１
点
先
取
さ
れ
る
が
、

２
回
表
に
は
千
原
が
三
者
三
振

の
力
投
を
見
せ
る
。
そ
の
回
裏

に
は
井
上
の
右
中
間
二
塁
打
、

深
野
の
適
時
打
で
同
点
と
し
、

３
回
裏
に
は
１
点
リ
ー
ド
。
６

回
裏
に
は
中
前
安
打
の
山
下
が

好
走
塁
を
見
せ
、
深
野
の
右
越

三
塁
打
、
武
田
の
三
塁
線
二
塁

打
な
ど
で
３
点
を
追
加
。
千
原

の
後
、
山
﨑
か
ら
武
田
の
投
手

リ
レ
ー
で
得
点
を
許
さ
ず
、
５

―
１
で
勝
ち
、
２
大
会
ぶ
り
と

な
る
決
勝
戦
に
進
ん
だ
。

　

決
勝
戦
は
中
央
区
選
抜
と
の

顔
合
わ
せ
と
な
っ
た
。
習
志

野
の
先
発
・
千
原
は
１
回
、
２

回
と
も
三
者
凡
退
に
抑
え
る
。

習
志
野
は
２
回
裏
、
四
球
の
４

番
糸
山
が
相
手
エ
ラ
ー
で
二
塁

に
進
み
、
６
番
井
上
の
右
越
安

打
で
１
点
。
７
番
千
原
の
左
越

二
塁
打
で
２
点
目
を
奪
う
。
し

か
し
、
中
央
区
は
３
回
表
、
一

死
か
ら
の
四
球
後
、
本
塁
打
で

同
点
と
し
、
右
越
三
塁
打
な
ど

で
１
点
リ
ー
ド
。
４
回
表
に
も

右
前
安
打
、
内
野
安
打
、
三
塁

打
で
２
点
追
加
。
３
点
差
を
追

う
習
志
野
は
５
回
裏
、
四
球
の

７
番
千
原
が
捕
逸
で
二
塁
に
進

み
、
送
球
エ
ラ
ー
の
間
に
か
え

り
２
点
差
と
す
る
。
だ
が
、
中

央
区
は
７
回
表
に
１
点
を
加
え

て
３
点
リ
ー
ド
。

　

３
―
６
と
再
び
３
点
差
と
さ

れ
た
習
志
野
は
最
終
回
、
先
頭

の
６
番
國
吉
が
内
野
安
打
と
送

球
エ
ラ
ー
で
三
塁
へ
。
千
原
は

四
球
で
走
者
一
、
三
塁
に
８
番

深
野
が
右
前
安
打
で
４
―
６
。

無
死
走
者
一
、
三
塁
は
続
き
、

９
番
武
田
は
内
野
ゴ
ロ
だ
が
、

送
球
エ
ラ
ー
で
千
原
、
深
野
が

か
え
り
、
同
点
。
１
番
金
井
は

右
前
安
打
に
牽
制
エ
ラ
ー
で
三

塁
へ
。
二
死
走
者
三
塁
の
場
面

で
３
番
杉
原
の
打
球
は
右
中
間

へ
の
サ
ヨ
ナ
ラ
弾
と
な
り
、
金

井
が
か
え
り
、
習
志
野
市
選
抜

は
２
大
会
ぶ
り
、
３
度
目
の
優

  【
習
志
野
市
選
抜
出
場
選
手
】

武
田
塁
（
主
将
・
谷
津
サ
ザ
ナ

ミ
）
千
原
由
暉
（
谷
津
サ
ザ

ナ
ミ
）
山
下
将
暉
（
鷺
沼
マ
リ

ー
ン
ズ
）
井
上
律
輝
（
谷
津
サ

ザ
ナ
ミ
）
仲
榮
眞
琉
（
実
花
レ

勝
を
遂
げ
た
。

　

村
山
桂
一
監
督
は
試
合
後
、

応
援
団
に
「
す
ご
い
子
ど
も

た
ち
で
、
す
べ
て
ひ
っ
く
り
返

し
て
の
勝
利
で
し
た
。
８
月
か

ら
チ
ー
ム
作
り
を
始
め
、
足
で

点
を
取
り
、
守
り
で
ア
ウ
ト
を

取
る
こ
と
を
重
視
し
て
き
ま
し

た
。
守
備
で
は
ミ
ス
が
な
く
、

内
外
野
と
も
に
し
っ
か
り
守
っ

て
く
れ
、
粘
り
強
く
戦
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
最
終
回
の
攻
撃
前

に
『
逆
転
で
勝
と
う
』
と
言
っ

た
通
り
に
な
っ
て
、
最
高
の
18

人
で
し
た
。
よ
く
や
っ
て
く
れ

ま
し
た
」
と
挨
拶
し
た
。

　

選
抜
チ
ー
ム
の
武
田
塁
キ
ャ

プ
テ
ン
は
「
優
勝
で
き
て
う

れ
し
か
っ
た
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

が
良
く
、
挨
拶
や
基
本
を
意
識

し
て
い
ま
ま
で
や
っ
て
き
ま
し

た
。
守
り
と
走
塁
を
磨
い
た
こ

と
が
勝
て
た
原
因
と
思
い
ま

す
」
、
殊
勲
打
を
放
っ
た
杉
原

遼
選
手
は
「
打
席
に
入
る
前
は

緊
張
し
ま
し
た
が
、
打
席
に
立

て
た
の
は
み
ん
な
が
つ
な
い
で

打
順
を
回
し
て
く
れ
た
お
蔭
で

す
。
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
話

し
た
。

ジ
ェ
ン
ド
）
國
吉
悠
雅
（
副
主

将
・
な
ら
し
の
フ
レ
ン
ズ
）
深

野
匠
馬
（
藤
崎
シ
ー
ク
レ
ッ

ト
）
田
崎
悠
真
（
谷
津
サ
ザ
ナ

ミ
）
金
井
大
輝
（
向
山
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
）
杉
原
遼
（
実
花
レ
ジ

ェ
ン
ド
）
永
徳
幹
人
（
大
東
あ

づ
ま
ヤ
ン
チ
ャ
ー
ズ
）
山
口
凛

　

令
和
３
年
度
秋
季
市
民
野
球

大
会
の
１
部
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

が
９
月
26
日
か
ら
10
月
10
日
ま

で
、
第
一
カ
ッ
タ
ー
球
場
ほ
か

（
な
ら
し
の
フ
レ
ン
ズ
）
糸
山

朔
太
郎
（
実
花
レ
ジ
ェ
ン
ド
）

長
島
秀
弥
（
向
山
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
）
山
﨑
駿
吾
（
津
田
沼
少
年

野
球
団
）
皆
吉
航
太
朗
（
実
籾

ク
ラ
ブ
）
川
野
翔
大
（
鷺
沼
マ

リ
ー
ン
ズ
）
池
尻
菜
月
（
鷺
沼

マ
リ
ー
ン
ズ
）

で
開
か
れ
た
。

　

決
勝
戦
は
い
ず
れ
も
僅
差
の

準
決
勝
戦
を
勝
ち
抜
い
た
千
葉

ロ
ッ
チ
と
谷
津
パ
ン
チ
ャ
ー
ズ

と
の
顔
合
わ
せ
と
な
っ
た
。
千

葉
ロ
ッ
チ
は
３
回
表
、
先
頭
の

８
番
須
賀
が
四
球
、
９
番
畠
山

の
二
塁
打
で
先
制
。
４
回
表
に

は
内
野
ゴ
ロ
の
４
番
荒
井
が
連

続
エ
ラ
ー
と
５
番
草
野
の
内
野

ゴ
ロ
で
三
塁
へ
。
６
番
伊
藤
の

遊
ゴ
ロ
で
荒
井
が
か
え
り
１
点

追
加
す
る
。
パ
ン
チ
ャ
ー
ズ
は

４
回
裏
、
５
番
新
見
の
右
翼
ス

タ
ン
ド
へ
の
本
塁
打
で
１
点
を

返
す
。

　

７
回
表
、
千
葉
ロ
ッ
チ
は
先

頭
の
伊
藤
が
左
前
安
打
。
畠

山
の
内
野
安
打
な
ど
で
満
塁
と

す
る
が
、
無
得
点
。
一
方
、
パ

ン
チ
ャ
ー
ズ
は
最
終
回
、
一
死

か
ら
８
番
河
野
が
中
前
安
打
、

途
中
か
ら
入
っ
た
９
番
津
田
は

四
球
で
走
者
一
、
二
塁
に
１
番

三
橋
の
左
前
安
打
で
同
点
と
す

る
。

　

８
回
か
ら
は
無
死
、
走
者

一
、
二
塁
で
の
タ
イ
ブ
レ
ー

ク
。
８
回
表
、
千
葉
ロ
ッ
チ
は

３
番
福
澤
の
左
中
間
安
打
で
１

点
、
走
者
二
、
三
塁
か
ら
内
野

ゴ
ロ
と
５
番
山
田
の
ス
ク
イ
ズ

で
３
点
を
奪
う
。
パ
ン
チ
ャ
ー

ズ
は
そ
の
回
裏
、
４
番
蒲
地
の

死
球
で
満
塁
。
新
見
の
犠
飛
で

１
点
。
二
死
と
な
る
が
、
６
番

村
上
は
内
野
安
打
で
再
び
満

塁
。
７
番
宮
嶋
の
右
中
間
安
打

で
５
―
５
の
同
点
と
す
る
。
続

く
河
野
は
四
球
で
満
塁
に
、
津

田
も
四
球
押
出
し
で
、
パ
ン
チ

ャ
ー
ズ
が
勝
利
し
た
。
谷
津
パ

ン
チ
ャ
ー
ズ
の
１
部
優
勝
は
、

初
優
勝
し
た
平
成
30
年
の
秋
季

大
会
以
来
。

　

大
会
結
果
は
次
の
通
り
。

▽
１
回
戦

３度目の優勝に輝いた習志野市選抜チーム

サヨナラ弾を放つ杉原選手（決勝戦）

果敢な走塁を見せた山下選手（準決勝戦）

優勝の谷津パンチャーズ

準優勝の千葉ロッチ

習
志
野
市

若
葉
区

花
見
川
区

中
央
区

８
―
６

13
―
２

10
―
６

５
―
２

美
浜
区

稲
毛
区

緑

区

佐
倉
支
部

習
志
野
市

中
央
区
５
―
１

５
―
０
若
葉
区

花
見
川
区

習
志
野
市
７
―
６
中
央
区

花
咲
ペ
ガ

サ
ス

Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

エ
ポ
ッ
ク
ス

５
―
３

谷
津
パ
ン

チ
ャ
ー
ズ

日
立
習
志

野

７
―
０

谷
津
パ
ン

チ
ャ
ー
ズ

習
志
野
レ

ク
サ
ス

２
―
１

千
葉
ロ
ッ

チ

ポ
ン
キ
ー

ズ

３
―
２

習
志
野
レ

ク
サ
ス

花
咲
ペ
ガ

サ
ス

７
―
０

千
葉
ロ
ッ

チ

習
志
野
ジ

ャ
グ
ラ
ー
ズ

４
―
１

熊　
　

商

プ
レ
イ
ボ

ー
イ
ズ

１
―
０

▽
２
回
戦

▽
準
決
勝
戦

▽
決
勝
戦

谷
津
パ
ン

チ
ャ
ー
ズ
３
―
１
ア
ポ
ロ
ン

千
葉
ロ
ッ

チ

７
―
０
京
成
乗
務

ポ
ン
キ
ー

ズ

６
―
４
熊　
　

商

①
谷
津
パ
ン
チ
ャ
ー
ズ
②
千
葉

ロ
ッ
チ
③
習
志
野
レ
ク
サ
ス
③

ポ
ン
キ
ー
ズ

千
葉
ロ
ッ
チ

谷
津
パ
ン
チ
ャ
ー
ズ

０
０
１
１
０
０
０
３

０
０
０
１
０
０
１　
　

５６
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習
志
野
市
選
抜
が
優
勝

千
葉
マ
リ
ー
ン
ズ
杯
争
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選
手
権

谷津パンチャーズⅤ
準決勝・決勝の接戦を制す
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